
2003年出上の木簡

二
〇
〇
三
年
出
土
の
木
簡

概

要

本
号
に
は
、
昨
年
の
研
究
集
会
で

「
二
〇
〇
三
年
全
国
出
土
の
木
簡
」
と
し

て
報
告
し
た
も
の
を
中
心
に
、
九
四
の
遺
跡
か
ら
出
上
し
た
木
街
の
釈
文
と
遺

跡
の
概
略
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
加
え
て
、
本
誌
の
創
刊
以
前
に
木
簡

が
出
土
し
た
遺
跡
の
報
告
を
二
件
、
本
誌
既
掲
載
の
木
簡
出
土
遺
跡
の
う
ち
新

た
に
顕
者
な
釈
文
の
変
更
が
認
め
ら
れ
る
も
の
を
四
件
、
都
合

一
〇
〇
件
の
遺

跡
に
つ
い
て
の
報
告
を
収
録
し
て
い
る
。
ご
多
忙
の
中
、
貴
重
な
原
稿
を
お
寄

せ
い
た
だ
い
た
執
筆
者
の
方
々
、
木
簡
出
土
情
報
の
公
開
に
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
関
係
機
関
に
対
し
、
誌
面
を
借
り
て
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

九
四
件
と
い
う
報
告
件
数
は
、
本
誌
第
二
二
号

全
一〇
〇
〇
年
）
の
九
二
件

を
超
え
、
こ
れ
ま
で
の
最
多
を
更
新
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
、
九
四
件
の

う
ち
、
二
〇
〇
三
年

（
一
部
一
一〇
〇
四
年
を
含
む
）
に
木
簡
が
出
土
し
た
遺
跡
は

三
分
の
一
程
度
で
あ
り
、
多
く
の
事
例
は
二
〇
〇
二
年
以
前
出
上
の
木
簡
を
報

告
す
る
も
の
で
あ
る
。
従

っ
て
、
年
ご
と
の
木
簡
出
土
遺
跡
数
や
出
土
点
数
は
、

こ
こ
数
年
漸
減
傾
向
に
あ
る
と
理
解
し
て
お
き
た
い
。

本
号
掲
載
の
本
簡
出
土
遺
跡
は
、
別
表
に
掲
げ
た
通
り
で
あ
る
。
木
簡
の
年

代
で
整
理
す
れ
ば
、
重
複
を
含
め
、
古
代
二
人
作
、
中
世
三
四
件
、
近
世
三
六

件
、
近
代
五
件
と
な
る
。
中
世

。
近
世
木
簡
出
土
遺
跡
の
増
加
は
近
年
の
顕
著

な
傾
向
と
い
え
る
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
出
土
遺
跡
や
木
簡
の
記
載
内
容
そ
の

も
の
も
多
様
化
し
て
い
る
点
は
、
見
過
ご
せ
な
い
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
木
簡
学
会
の
創
立
か
ら
四
半
世
紀
を
経
た
二
〇
〇
三
年
度
に
は
、

木
簡
研
究
の
上
で
特
筆
す
べ
き
成
果
が
相
次
い
で
上
梓
さ
れ
た
。
そ
の
第

一
は
、

木
簡
学
会
編

『日
本
古
代
木
簡
集
成
』
（側
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三
年
五

月
）
の
刊
行
で
あ
る
。
学
会
創
立
二
〇
周
年
を
記
念
し
て
企
画
さ
れ
た
こ
の
図

録
は
、
同
編

『日
本
古
代
木
簡
選
』
（岩
波
書
店
、　
一
九
九
〇
年
）
以
後
に
出
土

し
た
全
国
出
土
の
主
要
な
古
代
木
簡
を
掲
載
す
る
、
古
代
木
簡
様
式
論
の
決
定

版
と
も
い
う
べ
き
資
料
集
で
あ
る
。
原
寸
を
基
本
と
し
た
鮮
明
な
写
真
が
広
く

提
供
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
木
簡
そ
の
も
の
に
即
し
た
研
究
の
深
化
が
大
い
に

期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

次
に
、
「全
国
木
簡
出
土
遺
跡

・
報
告
書
綜
覧
』
（一
一〇
〇
四
年
二
月
。
以
下

『綜
覧
』
と
略
称
）
の
刊
行
を
取
り
上
げ
た
い
。
こ
の
作
業
に
よ
り
、
全
国
出

土
木
簡
の
総
数
は
、
二
〇
〇
二
年
末
ま
で
に
公
表
さ
れ
た
も
の
で
、
九
七
〇
遺



い
が
、
七
世
紀
木
簡
の
特
色
を
備
え
る
も
の
と
い
う
。

一
五
次
）
の
報
告
は
、

跡
三
一
万
点
以
上
に
及
ぶ
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
量
の
木
簡
出
土
情
報
の
蒐

集
・
整
理
は
、
も
は
や
個
人
の
手
作
業
を
超
え
る
も
の
で
あ
り
、
ひ
と
え
に
各

地
の
調
査
機
関
、
調
査
担
当
者
の
方
々
の
惜
し
み
な
い
協
力
に
支
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
（
編
集
の
経
緯
は
本
号
二
五
八
頁
参
照
）
。

ま
た
昨
年
度
に
は
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
『
平
城
宮
木
簡
六
』
（
二
0
0
四
年

三
月
）
、
広
島
県
立
博
物
館
『
草
戸
木
簡
集
成
』
三
（
二
0
0
四
年
三
月
）
が
刊

行
さ
れ
た
ほ
か
、
小
林
昌
―
一
ほ
か
編
『
新
潟
県
内
出
土
古
代
文
字
資
料
集
成
』

（二
0
0
四
年
二
月
）
が
県
内
出
土
の
古
代
文
字
資
料
を
集
成
す
る
な
ど
、
長
年

に
わ
た
る
整
理
と
研
究
の
成
果
が
学
界
に
共
有
さ
れ
た
。
最
新
の
成
果
や
『
綜

覧
」
掲
載
の
報
告
書
な
ど
の
活
用
に
よ
り
、
出
土
遺
構
や
遣
跡
、
さ
ら
に
は
地

域
に
密
着
し
た
木
簡
の
研
究
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
う
。

以
下
、
本
号
に
掲
載
し
た
木
簡
を
時
代
を
追
っ
て
概
観
す
る
。

古
代
の
木
簡
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
藤
原
宮
期
以
前
の
も
の
が
目
を
惹
く
。

奈
良
県
藤
原
京
跡
で
は
、
木
簡
は
一

一
カ
所
の
調
査
で
出
土
し
た
。
左
京
一
・
―
―

条
四

・
五
坊
出
土
木
簡
は
、
「
穂
積
親
王
宮
」
の
名
が
み
え
る
断
片
や
「
和
銅

―
一
年
」
の
年
紀
木
簡
で
あ
る
。
木
簡
廃
棄
主
体
の
性
格
や
遺
構
の
解
釈
な
ど
、

残
さ
れ
た
課
題
も
多
い
。
ま
た
、
左
京
北
四

・
五
条
一
坊
か
ら
は
、
「
山
司
」

「
倭
令
」
な
る
官
名
が
記
さ
れ
た
木
簡
が
出
土
し
た
。
奈
良
県
石
神
遺
跡
（
第

一
昨
年
の
調
査
で
出
土
し
た
主
要
な
木
簡
の
釈
文
を
掲

載
。
飛
鳥
寺
南
方
遺
跡
出
土
木
簡
は
、
断
片
が
多
く
文
意
は
詳
ら
か
に
し
得
な

一
方
、
大
阪
府
難
波
宮

れ
た
木
簡
は
、

跡
で
も
、
七
世
紀
木
簡
は
一
一
カ
所
の
調
査
か
ら
出
土
し
た
。
「
日
子
」
と
記
さ

い
わ
ゆ
る
六
朝
風
の
書
風
を
備
え
て
お
り
、
伴
出
土
器
の
年
代

観
と
も
矛
盾
し
な
い
。
ま
た
、
も
う
一
カ
所
の
調
査
で
出
土
し
た
木
簡
は
、
大

量
の
漆
付
着
土
器
が
伴
出
し
、
西
方
官
術

（
大
蔵
推
定
地
）
と
の
関
連
が
注
目

奈
良
時
代
以
降
の
古
代
木
簡
で
は
、
都
城
か
ら
の
報
告
は
、
平
城
京
跡
出
土

の
三
件
と
後
期
難
波
宮
跡
出
土
の
刻
書
木
製
品
の
み
で
、

や
や
寂
し
い
と
の
感

が
否
め
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
都
城
遺
跡
以
外
の
出
土
木
簡
は
、
内
容
が
豊
か

で
あ
る
。
大
阪
府
久
宝
寺
遺
跡
出
土
木
簡
は
、
「
石
津
連
乎
黒
万
」
の
名
が
記

さ
れ
た
文
書
木
簡
で
あ
る
。
静
岡
県
士
橋
遺
跡
出
土
木
簡
は
、
「
二
斗
五
升
」

と
記
さ
れ
た
断
片
。
官
術
遺
跡
の
様
相
を
呈
す
る
墨
書
土
器
と
と
も
に
注
目
さ

れ
、
遺
跡
の
性
格
の
解
明
が
侯
た
れ
る
。
埼
玉
県
北
島
遺
跡
出
土
木
簡
は
、
習

書
の
具
体
的
な
方
法
が
窺
わ
れ
る
資
料
。
地
方
官
術
に
お
け
る
文
字
習
熟
の
実

態
に
迫
る
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
福
島
県
門
田
条
里
制
跡
出
土
木
簡
は
、

「
大
川
度
」
と
釈
読
で
き
、
阿
賀
川
の
渡
に
か
か
わ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

山
形
県
古
志
田
東
遺
跡
で
は
、
「
田
人
」
「
丁
」
な
ど
の
語
と
人
数
を
記
し
た
記

録
簡
（
帳
簿
）
や
題
簸
軸
、
四
五

0
点
余
の
墨
書
土
器
な
ど
が
出
土
し
て
お
り
、

官
術
関
連
施
設
に
お
け
る
大
規
模
な
労
働
力
徴
発
の
様
が
窺
わ
れ
る
資
料
と
い

え
る
。
青
森
県
新
田
(
-
)
遺
跡
出
土
木
簡
は
、
現
在
知
ら
れ
る
最
北
の
古
代

木
簡
で
あ
る
。
「
忌
札
見
知
可
」
と
記
さ
れ
た
物
忌
札
は
注
目
に
値
す
る
が
、

そ
の
評
価
や
遺
跡
の
性
格
は
、
大
量
に
出
土
し
た
木
製
品

・
祭
祀
遺
物
の
理
解

さ
れ
る
。
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2003年出土の木簡

と
不
可
分
で
あ
り
、
調
査
の
進
展
に
期
待
し
た
い
。
島
根
県
青
木
遺
跡
出
土
木

簡
は
、
多
数
の
荷
札
木
簡
と
と
も
に
、
「売
田
券
」
木
簡

・
題
箋
軸

・
封
絨
木

簡
な
ど
、
土
地
売
買
や
文
書
管
理
な
ど
官
衛
関
連
施
設
の
存
在
を
示
唆
す
る

一

群
を
含
ん
で
い
る
。
人
○
○
点
以
上
に
の
ぼ
る
墨
書
土
器
と
と
も
に
注
目
さ
れ

る
。
山
口
県
長
門
国
分
寺
跡
出
土
木
簡
は
、
「領

今
つ
な
が
し
こ

の
活
動
を
示

す
文
書
木
簡
。
徳
島
県
観
音
寺
遺
跡
出
土
木
簡
は
、
美
馬
郡

（美
間
郡
）
を
指

す
か
と
思
わ
れ
る

「三
間
」
の
習
書
で
あ
る
。
ま
た
、
富
山
県
小
杉
流
通
業
務

団
地
随
２０
遺
跡
か
ら
は
、
四
角
柱
の
各
面
に
漠
数
字
な
い
し
墨
線
を
記
し
た
サ

イ
コ
ロ
状
木
製
品
が
出
土
し
た
。

次
に
、
中
世
木
簡
を
概
観
す
る
。
ま
ず
中
世
都
市
鎌
倉
の
遺
跡
か
ら
、
神
奈

川
県
北
条
泰
時

。
時
頼
邸
跡
、
永
福
寺
跡
、
佐
助
ヶ
谷
遺
跡
の
報
告
が
届
い
た

こ
と
を
特
記
す
る
。
『綜
覧
』
に
よ
る
と
、
鎌
倉
市
内
の
木
簡
出
土
遺
跡
は
そ

の
過
半
が
本
誌
未
掲
載
で
、
出
土
情
報
の
網
羅
的
蒐
集
と
本
誌

へ
の
反
映
が
長

年
の
懸
案
と
な
っ
て
い
た
。
次
号
以
降
に
も
継
続
的
に
掲
載
す
べ
く
ご
準
備
い

た
だ
い
て
お
り
、
研
究
の
深
化
が
期
待
さ
れ
る
。

文
書
木
簡
で
は
、
仮
名
書
き
の
木
簡
が
、
新
潟
県
下
前
川
原
遺
跡
、
福
岡
県

在
自
西
ノ
後
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
。
い
ず
れ
も
釈
読
で
き
る
文
字
は
多
く
な
い

た
め
、
文
意
は
詳
ら
か
に
し
得
な
い
。

一
方
、
今
年
も
、
信
仰

・
仏
教
に
か
か
わ
る
木
簡
が
、
豊
か
な
事
例
を
蓄
積

し
て
い
る
。
栃
木
県
樺
崎
寺
跡
出
土
柿
経
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
の
総
点
数

が
三
二
〇
〇
点
を
超
え
る

一
大
資
料
群
で
あ
る
が
、
中
世
と
近
世
の
遺
構
面
で
、

書
写
内
容
の
異
な
る
資
料
が
出
土
し
て
お
り
、
そ
の
時
期
的
な
差
違
が
注
目
さ

れ
る
。
徳
島
県
敷
地
遺
跡
出
上
の
柿
経
は
、
出
土
総
数
が
小
破
片
を
含
め
て
二

二
人
九
点
に
及
び
、
そ
の
出
土
状
況
か
ら
は
、
束
ね
ら
れ
た
も
の
が
水
流
の
影

響
を
う
け
て
散
ら
ば
つ
た
様
を
み
て
と
れ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
詳

細
は
本
号
を
ご
熟
読
い
た
だ
く
こ
と
と
し
、
信
仰

・
仏
教
に
か
か
わ
る
木
簡
の

出
土
し
た
遺
跡
名
を
列
記
す
る
。
柿
経
は
、
京
都
府
鳥
羽
遺
跡

・
鳥
羽
離
宮
跡
、

愛
知
県
清
洲
城
下
町
遺
跡
、
埼
玉
県
神
明
遺
跡
。
卒
塔
婆

・
笹
塔
婆
は
、
兵
庫

県
入
佐
川
遺
跡
、
愛
知
県
清
洲
城
下
町
遺
跡
、
同
大
毛
沖
遺
跡
、
福
島
県
荒
井

猫
田
遺
跡
、
富
山
県
井
口
城
跡
。
蘇
民
将
来
札
は
、
大
阪
府
玉
櫛
遺
跡
、
兵
庫

県
対
中
遺
跡
。
呪
符
木
簡
は
、
兵
庫
県
玉
津
田
中
遺
跡
、
富
山
県
中
名
Ⅵ
遺
跡
、

同
任
海
官
田
遺
跡
、
同
水
橋
金
広

。
中
馬
場
遺
跡
、
岡
山
県
鹿
田
遺
跡
、
佐
賀

県
牟
田
口
遺
跡
。
転
読
札
は
、
京
都
府
中
世
勝
龍
寺
城
跡
。
以
上
の
各
遺
跡
か

ら
出
土
し
て
い
る
。
信
仰

。
仏
教
に
か
か
わ
る
木
簡
の
形
態
論
的
研
究
も
進
め

ら
れ
て
い
る
と
仄
聞
す
る
。

近
世
に
目
を
転
ず
る
と
、
今
年
も
城
跡

。
城
下
町
跡
か
ら
の
報
告
が
相
次
い

だ
。
大
阪
府
大
坂
城
跡
出
土
木
簡
は
、
大
坂
冬
の
陣
後
の
城
郭
破
却
に
か
か
わ

る
資
料
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
兵
庫
県
明
石
城
武
家
屋
敷
跡
出
土
木
簡
は
、　
一

九
八
五
年
以
来
の
一
二
カ
次
に
及
ぶ
調
査
で
出
土
し
た
二
人
点
が

一
括
し
て
報

告
さ
れ
た
。
江
戸
城
下
町
の
遺
跡
と
し
て
は
、
東
京
都
水
戸
藩
徳
川
家
小
石
川

屋
敷
跡
、
同
旗
本
岩
瀬
家
屋
敷
跡
、
同
竜
泉
寺
町
遺
跡
、
同
台
東
区
ｈ
６８
遺
跡

出
土
木
簡
な
ど
の
報
告
が
届
い
た
。
そ
の
ほ
か
、
こ
れ
ま
た
出
土
地
の
列
挙
に



2003年出土の木簡

遺跡名 所在地 点数 木簡の年代 遺跡の性格

平城京跡左京三条三坊 奈良県奈良市 3 古 代 都 城

十一坪

平城京跡右京北辺 奈良県奈良市 1 古 代 都 城

〇平城京跡右京四条二坊 奈良県奈良市 1 古 代 都 城

二坪

法華寺 奈良県奈良市 10 近 世 寺 院

旧大乗院庭園 奈良県奈良市 6 近 代 庭 園

藤原京跡 奈良県橿原市 134 古 代 都 城

〇石神遺跡 奈良県明日香村 2650 古 代 宮 殿

※〇飛鳥寺南方遺跡 奈良県明日香村 21 古 代 官術遺跡ヵ

〇鳥羽遺跡 ・鳥羽離宮跡 京都府京都市 15 中 世 住 居

※ 東福寺常楽庵庫裏 京都府京都市 1 近 世 寺 院

〇中世勝龍寺城跡 京都府長岡京市 1 中 世 城 館

難波宮跡(1) 大阪府大阪市 1 古 代 都 城

難波宮跡(2) 大阪府大阪市 8 古 代 都 城

大坂城跡 大阪府大阪市 約60 近 世 城下町 ・城郭

※〇九頭神遺跡 大阪府枚方市 1 中 世 集 落

※〇奈良井遺跡 大阪府四條畷市 1 中 世 集落・祭祀遺跡

0玉櫛遺跡 大阪府茨木市 2 中 世 集落・自然流路

※〇久宝寺遺跡 大阪府八尾市 1 古 代 集 落

※〇兵庫津遺跡 兵庫県神戸市 7 近 世 集 落

0玉津田中遺跡 兵庫県神戸市 1 中 世 集 落

※〇北村廃寺 兵庫県伊丹市 1 中 世 寺 院

※〇有岡城跡 ・伊丹郷町遺跡 兵庫県伊丹市 1 近 世 寺院・墓地

0明石城武家屋敷跡 兵庫県明石市 28 近 世 城 館

※〇対中遺跡 兵庫県三田市 1 中 世 集 落

0人佐川遺跡 兵庫県出石町 1 古 代 水田 ・集落

〇清洲城下町遺跡 愛知県清洲町 334以上 中 世 城下町

0大毛沖遺跡 愛知県一宮市 2 古代～中世 集落• 河川

〇土橋遺跡 静岡県袋井市 1 古 代 集 落

〇北条泰時 ・時頼邸跡 神奈川県鎌倉市 z 中 世 居 館

※〇永福寺跡 神奈川県鎌倉市 2 中 世 寺 院

※〇佐助ヶ谷遺跡 神奈川県鎌倉市 28 中 世 寺 院

水戸藩徳川家小石川屋敷跡 東京都文京区 2 近 世 大名屋敷

（春日町遺跡第珊地点）

※〇旗本岩瀬家屋敷跡 東京都文京区 2 近 世 旗本屋敷

（新諏訪町遺跡）

※〇竜泉寺町遺跡 東京都台東区 4 近 世 大名屋敷

※〇台東区No.68遺跡 東京都台東区 1 近 世 寺 院

※〇馬場下町遺跡 東京都新宿区 5 近 世 町 屋

※〇元町二丁目遺跡 埼玉県川越市 z 近 世 都 市

※〇神明遺跡 埼玉県行田市 500以上 中 世 居 館

※〇北島遺跡（第一九地点） 埼玉県熊谷市 3 古代 ・近代 集 落

※(0)松本城下町跡六九 長野県松本市 16 近 世 城下町

※ 松本城下町跡宮村町 長野県松本市 1 近 世 城下町

(0)樺崎寺跡 栃木県足利市 約400 中世 ・近世 寺 院

〇荒田目条里制遺構 福島県いわき市 2 近 世 水田・水路

〇門田条里制跡 福島県会津若松市 1 古 代 集 落

※〇東高久遺跡 福島県会津若松市 1 古 代 集 落

(0)荒井猫田遺跡 福島県郡山市 29 中 世 町・居館
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2003年 出上の木簡

※
8用瞥蛾険 二の九地区)
※ 竹ノ内遺跡
市川橋遺跡

※ 長徳寺前遺跡
※○古志田東遺跡

※○大在家遺跡

山形城跡

※○新谷地遺跡

※○龍門寺茶畑遺跡

※ 観音堂遺跡
※ 新田 (― )遺跡
※○津軽氏城跡・弘前城跡

○本町一丁目遺跡

○金石本町遺跡

○桜町遺跡

○石名田木舟遺跡

※○井口城跡

※○小杉流通業務団地No.20遺跡

※○中名Ⅵ遺跡

※○任海宮田遺跡

※○願海寺城跡

※ 水橋金広・中馬場遺跡
※ 小出城跡
※ 下前川原遺跡
※○道端遺跡

※○青田遺跡

○米子城跡21遺跡

○米子城跡

※○才ノ峠遺跡

青木遺跡

鹿田遺跡

○尾道遺跡(KGO七地点)
周防国府跡

○長門国分寺跡

○長門国府跡(宮の内地区)

○徳島城下町跡

○観音寺遺跡

(○ )敷地遺跡

○高松城跡(1)(東ノ九地区)

○高松城跡(2)(丸の内地区)

○高松城跡(3)
(松平大膳家中屋敷跡)

※○雨窪遺跡群

○小倉城跡

※ 在自西ノ後遺跡
※○牟田口遺跡

※ 炉粕町遺跡
(長崎奉行所立山役所跡)

※○北島北遺跡

福島県川俣町

宮城県仙台市

宮城県仙台市

宮城県多賀城市

宮城県岩沼市

山形県米沢市

山形県高畠町

山形県山形市

秋田県本荘市

秋田県岩城町

秋田県仙北町

青森県青森市

青森県弘前市

石川県金沢市

石川県金沢市

富山県小矢部市

富山県福岡町

富山県南砺市

富山県小杉町

富山県婦中町

富山県富山市

富山県富山市

富山県富山市

富山県富山市

新潟県豊栄市

新潟県荒川町

新潟県加治川村

鳥取県米子市

鳥取県米子市

島根県松江市

島根県出雲市

岡山県岡山市

広島県尾道市

山口県防府市

山口県下関市

山口県下関市

徳島県徳島市

徳島県徳島市

徳島県徳島市

香川県高松市

香川県高松市

香川県高松市

福岡県苅田町

福岡県北九州市

福岡県津屋崎町

佐賀県佐賀市

長崎県長崎市

熊本県熊本市

城   館
城郭・軍事施設

集   落
都   市
礫 石 経 塚

屋   敷
自然 流 路

城   郭

1

78

1

5

1

61

1

1

3

2

1

10

10

2

3

5

1

3

1

1

1

2

4

2

1

1

1

7

1

2

約 50

1

1

1

1

1

11

1

2289

1

4

9

1

19

2

1

18

2
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中
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近

古

中

近

近

近

　

古

近

中

中

近

古代～中世

集   落
寺院・集落

集落・町屋

自然 流 路

集   落
集落 。城館

城   館
集   落
集   落
集   落
城   館
集   落
城   館
集   落
遺物散布地

遺物散布地

城   館
城 下 町
集   落
官衛関連遺跡ほか

集落 。荘園

都   市
城 下 町
寺   院
城 下 町
城 下 町
自然 流 路

自然 流 路

城   郭
城郭(武家屋敷)

城郭(武家屋敷)

祭祀遺跡・流路

城郭・軍事施設

集   落
集   落
奉 行 所

遺物散布地

※は木簡新出土遺跡  ○は2002年以前出土遺跡 (○)は 2002年以前出土もある遺跡



留
め
る
が
、
山
形
、
弘
前
（
青
森
県
津
軽
氏
城
跡

・
弘
前
城
跡
）
、
高
松
の
各
城
跡
、

松
本
（
長
野
県
松
本
城
下
町
跡
六
九
、
同
宮
村
町
）
、
金
沢
（
石
川
県
本
町
一
丁
目
遺

跡
）
、
徳
島
、
長
府
（
山
口
県
長
門
国
府
跡
）
の
各
城
下
町
跡
に
加
え
て
、
長
崎

奉
行
所
跡
（
長
崎
県
炉
粕
町
遺
跡
）
か
ら
も
当
時
の
生
活
が
窺
わ
れ
る
貴
重
な
資

料
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
宮
城
県
仙
台
城
跡
（
二
の
丸
地
区
）
、
鳥
取
県

米
子
城
跡
、
福
岡
県
小
倉
城
跡
か
ら
は
、
近
世
木
簡
に
加
え
て
、
軍
事
施
設
や

鉄
道
に
か
か
わ
る
近
代
木
簡
が
出
土
し
た
。
近
代
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
墨
書
木

城
跡
・
城
下
町
跡
以
外
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
近
世
木
簡
は
、

や
は
り
仏
教

に
か
か
わ
る
も
の
が
目
立
つ
。
宮
城
県
長
徳
寺
前
遺
跡
の
木
簡
は
、
礫
石
経
塚

か
ら

一
四
八
九
七
点
の
礫
石
経
と
と
も
に
出
土
し
た
。
木
簡
に
み
え
る
「
一
之

巻
」
は
、
礫
石
経
に
書
写
さ
れ
た
経
典
と
関
連
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、

京
都
府
東
福
寺
常
楽
庵
庫
裏
出
土
木
簡
は
、
上
端
が
角
錐
と
な
る
八
角
柱
と
い

う
特
異
な
形
状
と
建
造
物
半
解
体
工
事
に
伴
い
出
土
し
た
点
で
特
箪
さ
れ
る
。

当
学
会
に
よ
る
現
行
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
木
簡
は
出
土
遺
物
に
限
定
さ
れ
、
例

え
ば
建
物
内
に
伝
存
す
る
棟
札
な
ど
の
類
は
対
象
と
し
て
い
な
い
。

今
回
の
事
例
は
確
か
に
出
土
遺
物
で
あ
り
、
奈
良
県
法
隆
寺
大
講
堂
や
同
寺
東

室
の
出
土
木
簡
に
続
き
（
と
も
に
本
誌
未
掲
載
）
、
建
造
物
修
理
工
事
に
伴
う
出

土
事
例
を
加
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
寺
院
出
土
の
仏
教
侶
仰
関
係
資
料
を
は
じ

め
と
し
た
、
多
様
に
存
在
す
る
近
世
木
簡
は
、
古
く
か
ら
の
問
題
で
あ
る
木
簡

の
定
義
を
、
あ
ら
た
め
て
考
え
る
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
。
か
か
る
観
点

製
品
の
扱
い
は
、
今
後
の
重
要
課
題
と
な
ろ
う
。

一
方
で
、

の
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
山
本

崇）

『
綜
覧
」
に
よ
る
と
、
本
誌
未
掲
載
遺
跡
は
、

一
九
七
七
年
以
前
に
出
土
し

か
ら
随
時
執
筆
を
依
頼
し
て
い
る
。

に
よ
る
な
ら
ば
、
今
後
の
情
報
蒐
集
で
は
、
少
な
く
と
も
発
掘
調
査
を
伴
う
建

造
物
の
解
体
・
半
解
体
工
事
な
ど
へ
の
目
配
り
も
必
要
と
な
ろ
う
か
。

な
お
、
昨
年
の
研
究
集
会
で
木
簡
の
出
土
を
報
告
し
た
遺
跡
の
う
ち
、
奈
良

県
石
神
遺
跡
（
第

一六
次
調
査
）
、
大
阪
府
高
松
藩
蔵
屋
敷
跡
、
東
京
都
入
谷
遺

跡
下
谷
―
-
|
―
地
点
・
上
車
坂
町
遺
跡
東
上
野
四
ー
八
地
点
・
同
四
ー
九
地

点

・
豊
住
町
遺
跡
・
台
東
区
蜘
8
0
遺
跡
、
滋
賀
県
宮
町
遺
跡
（
第
三
一
次
調
壺
）
、

秋
田
県
久
保
田
城
跡
・
東
根
小
屋
遺
跡
、
新
潟
県
吉
津
川
遺
跡
、
岡
山
県
岡
山

城
―
一
の
丸
跡
（
県
立
図
書
館
）
、
徳
島
県
中
徳
島
一
丁
目
遺
跡
、
長
崎
県
鷹
島
海

底
遺
跡
の
報
告
は
、
本
号
に
は
掲
載
で
き
な
か
っ
た
。
釈
読
中
・
整
理
中
で
あ

る
が
、

で
き
る
だ
け
速
や
か
な
本
誌
へ
の
掲
載
を
実
現
し
た
い
と
思
う
。
ま
た
、

長
野
県
松
本
城
三
ノ
丸
跡
•
松
本
城
下
町
跡
の
報
告
は
、
整
理
の
済
ん
だ
調
査

た
も
の
で
六
五
遺
跡
―
―
一
六
件
、
以
後
で
は
二
二
五
遺
跡
一
ニ
―
九
件
に
及
び
、

そ
の
量
は
本
誌
数
冊
分
に
相
当
す
る
。
そ
の
一
部
は
、
昨
年
の
研
究
集
会
で

「二

0
0
二
年
以
前
全
国
出
土
の
木
簡
（
拾
遺
）
」
と
し
て
示
し
、
本
号
で
も

鋭
意
掲
載
に
努
め
た
が
、
完
載
ま
で
の
前
途
は
多
難
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

速
や
か
に
と
は
と
て
も
い
え
な
い
け
れ
ど
も
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
り
本
誌
へ

の
反
映
を
果
た
し
た
い
と
考
え
る
。
調
査
機
関
、
発
掘
担
当
者
及
び
会
員
諸
氏

っ
た
り
、
や
む
を
得
ぬ
事
情
で
ご
執
筆
を
断
念
さ
れ
る
な
ど
理
由
は
様
々
で
あ
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